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＜連絡事項＞
・明日の入院予定：北病棟→東病棟入院と変更。

＜入室状況＞
【入院】
・佐藤　暹様～東B4号室
・髙島　愛子様～東B5号室

【転出】
・石田　松春様～東C4号室→南D204号室

＜患者様連絡事項＞
・若菜　登様～本日市民HP消化器内科受診　次回3/26受診予定。
　　　　　　　スマホ使用について西舘SWより兄様、相談員へ連絡予定。
・宮野　理恵様～主治医指示の3/5　10:30で初外来予約済み。退院時処方依頼済み。

・蛭子　修様～2/24(火)腹部エコー実施予定。週明け船場Drへ依頼していく。
　　　　　　　当日朝は絶食。栄養へ依頼済み。

・苫米地　ひかる様～衣類や嗜好品返却済み。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。開放観察時に他室侵入繰り返し迷惑行為あり。早めに開放観察終了としている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

[bookmark: _GoBack]・藤井　崇史様～終日隔離中。14:15不穏時レボトミン 5mg 6T＋トリヘキシフェニジル2mg　1T内服。スタッフ対面時は不穏興奮や易怒性なし。妄想的訴え聞かれず。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・滝澤　幸輝様～終日隔離中。時折自室内で奇声発し、床や壁を叩く事あり。不穏興奮や危険行為はなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・鈴木　達也様～終日隔離中。自室で臥床している。朝食、昼食ともに全量摂取。危険行為や逸脱行為なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。拘束部位の皮膚トラブルなし。不穏興奮なく経過、気分高揚なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜馬渡Dr診察情報＞
・三浦　華菜様～本人より夕方になると低血糖が不安であるとの訴えあり。症状を確認し、必要に応じ血糖測定を実施するように。

・梅田　とよ子様～ECTの治療進めていくとの事。受け持ちの対応お願いします。SWへは伝え済。

・菰田 静子様～ケアマネを付け施設入居を進めていくことと。

・吉田 文子様～施設入居を進めていくことと。エスシタロプラム増量

・郷呂 久美子様～酸化マグネシウム増量。

他患者様の指示追加・処方変更等はなし。

＜田名部Dr診察情報＞
・青木　昭弘様～臀部表皮剥離あり、アズノール軟膏処方となる。

・田中　倖太様～主治医より3/9退院許可あり、本人にはまだ伝えないようにと。

・坪坂　真由美様～鼻炎、口内炎が持続していると訴えあり、今夕よりビタミン剤処方内服となる。

・金田　英美様～AL第三期の開始許可あり。

他患者様の指示追加・処方変更等はなし。

＜入院患者様情報①＞
日　　時：令和8年2月19日　11：25
　氏　　名：佐藤　暹（さとう　すすむ）様
　生年月日：昭和10年1月1日(90）
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　合 併 症：不眠症
　性　　別：男性
　主 治 医：深澤Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　もともと当院通院歴・入院歴あり、R6年6月に有料老人ホームサンライズ
八戸へ入所。入所後、きむらクリニックの往診を受け、当院の最終受診は同
年7月17日だった。入所間もない昨年夏ごろに低Na状態で胸に水が溜まり意
識不明状態となり、２度ほど八戸市立市民病院へ救急搬送され手術を行い要
介護５となる。R7年5月頃より、風呂場に固執し何度も風呂場に行こうとし
て制止をするとスタッフに対して暴言や威嚇するなどの行動が出現するよう
になる。車椅子を自走しエレベーターで降りようとするなどの行動が落ち着
かず、きむらクリニックで薬物調整を行うが症状の改善までには至らず、専
門医での治療を勧められR7年11月19日当院へ久しぶりに受診。薬剤調整を行
っていたが、2/14長女より受診を早めた方がよさそうと連絡あり。2月初旬か
ら、左にかたむく様子みられたが、明らかな麻痺はなし。断続的に流涎し、
昼夜ずっと歌い続けている。元々歌う事はあったが、食べる時も歌うのを止
めないため、歌いながら食べてむせて吸引を要することがある。安静時の明
らかなむせこみや熱発はない。2/13むらかみ脳神経受診し頭の検査をしたが
異常はないと言われた。感染でも様子がおかしくなることがあると内科をす
すめられ、2/14往診のきむらクリニックで採血実施。2/17採血結果確認し、
大きな身体疾患を示唆する所見なし。入院加療の方向となり診察の結果、R8/
2/19東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。

＜入院患者様情報②＞
日　　時：令和8年2月17日　11:50
　氏　　名：髙島　愛子（たかしま　あいこ）様
　生年月日：昭和15年2月22日(85）
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　合 併 症：なし
　性　　別：女性
　主 治 医：村上Dr.（サポート医：馬渡Dr）
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　以前は内科受診も問題なく行っていたが、令和7年8月20日に鈴木内科
より高齢者支援センター「はくじゅ」へ連絡があり、本人が受診の際に
土足で歩いたり履物がわからない様子があるとのことだった。同月22日
には深夜1時と朝方に隣家のチャイムを鳴らし、意味の通じないことを話
していたため警察が介入。同センターが訪問したところ、その時の事は
覚えておらず「行ってない」と否定。会話は可能であり宅内も汚れては
いなかったが、「ご飯食べてない」「米がない」等事実とは異なること
を話していた。その後もタクシー無銭乗車することや、同年9月3日には
近隣住民宅に行った後、自宅で緊急通報装置を鳴らしてしまい救急車が
到着。自宅での生活が困難となり、むらかみ脳神経クリニック受診し介
護申請を行い、令和7年9月にサービス付高齢者向け住宅「白山台やすら
ぎ館」へ入居。10月頃要介護1で認定がおり、ケアマネ医師会　吉田様が
担当となった。同時期には記憶力低下、難聴にて会話がかみ合わないこ
とがあるものの、迷惑行為等はなく日常生活の事は自立で行っていた。
同年12月8日大地震が来た後より、荷物を出したり仕舞ったりするなど落
ち着かない様子がみられるようになった。同月末からは更に状態悪化し
トイレにパットを詰めたり洗面所にペーパータオルを詰めて詰まらせた
りティッシュを異食しようとする行為もあり。施設でも対応困難となり
他施設入所を目指し、症状改善・環境調整目的での入院希望あり。東病
棟Cユニットに医療保護入院となる。

